
水処理施設再構築
に関する支援

No.6

新技術の知見 省エネ・省CO2 処理能力の強化 工事の施工手順整理

再構築はここが重要！

施設状況に応じた新技術を検討！

複雑な施工手順の再構築工事を実施！

計画・設計・工事までを総合的にサポート！

単槽式ＭＢＲユニットを
用いた仮設水処理で

処理を止めない再構築！

約1mmの超微細気泡を
低圧損で発生させ
消費電力を削減！

固定化担体（リンポーキューブ）の投入により
処理水量増加へ対応！高度処理へ対応！

将来の人口減へ対応！
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移設、再構築、高度処理化を

同時に実施！
　限られた期間内で移設するために、ＪＳの技術・
ノウハウを駆使して既設施設を暫定ＭＢＲへ
再構築することで水処理能力を確保しました。
また並行して高度処理施設の増設工事を行い
高度処理化を実現しました。

浸水対策のため建設
2008～2013年度

新系列増設
80,000m3/日の高度処理施設を
建設 2007～2013年度

最終沈殿池 他
阪神高速建設に支障となるため撤去

大和
川

施設が支障

日本の下水道施設の

約70％以上
を工事！

水量ピーク時対応

処理水

処理水

放流水

消毒高沈ユニット

単槽式MBRユニット 担体（リンポーキューブ）→ゴムメンブレン式超微細気泡散気装置

（例）

反応タンク
MBRに改造し、新系列が完成する
2013年まで暫定的に対応
建設 2009～2011年度
暫定能力 60,000m3/日
運転 2011～2013年度

堺市三宝水再生センターの再構築イメージ図


